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フィンランドの言語教育と 
日本語が果たす役割 

～ ヘルシンキ大学における日本語教育を事例として ～ 
�

ヘルシンキ大学世界文化学科日本語講師�

　植村　友香子氏�
　1989年 お茶の水女子大学文教育学部国文学科卒業 　 �
   1991年 同大学院修士課程日本文学専攻修了 �

   1993年 同大学院修士課程日本言語文化専攻修了　  �
   1998年～ 現職 �

   『北緯60度の「日本語人」たち：フィンランド人が日本語の  �
   謎を解く』 （編著）�

ヘルシンキ大学世界文化学科日本語非常勤講師�

　オウティ・スメードルンド氏�
ヘルシンキ大学　大学院修士課程学生�

　ヨーナス・キリシ氏�

日時　2012年 5月26日 （土） �
13:30-14:30�

 会場　お茶の水女子大学 �
　　　        　 大学本館1階124室�

講 師�

進 行�

佐々木　泰子 （本学教授・附属小学校長）�
森　山　　  新 （本学教授・グローバル教育センター長）�

第５回 ホームカミングデイ�

卒 業 生 企 画 講 演 �
問合せ先：　お茶の水女子大学 HCD事務局�
E-mail: ocha-hcd@cc.ocha.ac.jp�


